








要約: 1993 年 8 月から 1996 年 12 月まで,徳島県および香川県で出生した新生児のうち保

護者からウィルソン病スクリーニング検査の同意か得られた新生児 51,372 名を対象とし

て,新生児ウイルソン病マス・スクリーニング検査のパイロット・スタディを行った。初

回検査の陽性者は,401 名(0.78%)であった。このうち 284 名に再採血検査を行い,48 名が

カット・オフ値以下であった。ついで,48 名中 35 名に再々採血検査を行ったが全例カッ

ト・オフ値以上であり,ウイルソン病患者は見出されなっかた。幼児期ウィルソン病スク

リーニング検査を徳島県で実施するために,そのシステム作りをおこなった。徳島県小児

科医会に研究協力の依頼をおこない採血機関として徳島県小児科医会会員の所属する 53

医療機関から,また検査機関として徳島県保健環境センタ―から研究協力の承諾を得るこ

とができた。これにより徳島県において幼児期ウィルソン病スクリーニング検査を平成 9

年 4月から開始することとなった。


